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一
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手
本

「文
字
の
か
た
ち
」と
「ひ
つ
じ
ゅ
ん
」に
気
を

つ
け
て
、
て
い
ね
い
に
か
き
ま
し
ょ
う
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文
字
の
か
た
ち

ど
ん
な
か
た
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に
な
っ
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い
る
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＝
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た
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し
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る
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。
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しょしゃでまなんでほしいこと

正しく ていねいに ととのえる

正しく じを かく

ていねいに かく

つくえの 上を ととのえる

ていねいに かたづける
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